
 

令和６年度 第１回長岡警察署協議会議事概要 

 

 

開催日時  令和６年６月26日（水）午後１時30分から午後３時00分まで 

開催場所  長岡警察署講堂 

 

 

 

出 席 者 

 

 

 

 

 

委      員
 

（定数15人）
 

 

田中（康）会長  酒井副会長 

石曽根委員  伊藤委員    葛綿委員 

近藤委員   佐藤（央）委員 佐藤委員 

須栗委員   田中委員    星野委員 

番場委員   丸山委員    吉住委員 
            

（会長・副会長以下50音順）
 

計14人 

警   察
 

小森署長   庭野副署長  山上会計官 

吉田地域官  本間刑事官 

恩田警務課長 渡邊会計課長 阿部留置管理課長 

中村生活安全課長 今井刑事一課長 

小林（功）刑事第二課長 小林交通課長 

山崎警備課長 

計13人
 

 

管内の治安情勢 

 署長から、令和６年５月末現在の管内の治安情勢について、資料に基づき説明があっ

た。 

前回の答申事項に対する業務推進状況 

署長から、前回答申した重点推進項目の取組状況について下記のとおり説明があっ

た。 

１ 地域の犯罪情勢に即した犯罪抑止対策の推進 

(1) 安心感を高める街頭活動の強化（継続） 

ア 地域の防犯ボランティアとの合同防犯パトロールを実施 

イ 児童の登下校時における見守り活動を実施 

ウ 交番連絡協議会、地域会合を通じた地域の問題要望の把握と解決につなげる

活動の実施                      

(2) 特殊詐欺被害防止対策の強化（継続） 

ア 関係機関・団体と連携した抑止３本柱対策の実施 

イ 防犯機能付き電話機設置の推進 

ウ 越後交通バス内で「子供の声」による広報等を実施 

エ 銀行・コンビニへの通報協力依頼・感謝状贈呈及び特殊詐欺啓発品の配布等を



実施 

 (3) 子供女性安全対策の推進（継続） 

ア 盗撮・痴漢事件の検挙及び管内商業施設等における啓発活動の実施 

イ 管内の保育園・学校と連携した不審者対応訓練及びＳＮＳトラブル防止講和

等の実施 

２ 悪質・重要犯罪、組織犯罪の検挙（継続） 

 (1) 重要犯罪・重要窃盗犯罪の検挙活動の強化（継続） 

ア 少年による強盗事件の検挙 

イ 連続電動工具盗事件等の検挙 

 (2) 組織犯罪の検挙活動の強化（継続） 

ア 暴力団関係者による覚醒剤取締法違反事件の検挙 

イ 損害賠償・示談金名目等による特殊詐欺（架空請求）事件の検挙 

３ 交通事故防止対策の推進（継続） 

 (1) 高齢者交通事故防止対策の強化（継続） 

ア 市役所及び交通安全協会と協同による原信シルバーズディ（毎週木曜日）にお

ける高齢者事故防止広報の重点実施 

イ 年金支給日における金融機関での高齢者事故防止広報（チラシ配布）の実施 

ウ シルバー人材センター総会における高齢者事故防止講和の実施 

 (2) 通学路・生活道路における交通事故防止対策の推進（継続） 

ア ケーブルテレビの活用及び長岡駅駐輪場等における自転車ヘルメット着用広

報の実施 

イ 高等学校における自転車交通安全教室の開催 

ウ 小学校通学路の横断歩道における歩行者・運転手に対する安全指導の実施 

エ 可搬式速度違反自動取締装置を活用した生活道路における取締りの実施 

オ 飲食店街における飲酒運転取締り及びアオーレ長岡における「ドイツフェス

ティバル」での飲酒運転撲滅広報活動の実施 

諮問 

 署長から、当面の重点推進事項について次のとおり諮問があった。  

１ 特殊詐欺防止対策の強化（抑止３本柱対策の推進） 

 (1) 犯人から電話を受けない対策 

 (2) だまされないための対策 

 (3) だまされたとしても犯人に金を渡さないための対策 

２ 悪質・重要犯罪、組織犯罪の検挙活動の強化 

 (1) 重要犯罪、重要窃盗犯罪の検挙活動の強化 

 (2) 組織犯罪の検挙活動の強化 

３ 交通事故防止対策の推進 

 (1) 通学路・生活道路における交通事故防止対策の推進 

答申 

質疑の後、長岡警察署協議会として協議、検討した結果、諮問のとおり推進するよ



う答申した。 

 意見・要望・質疑等（○は署長等の説明） 

１ 治安情勢についての意見 

 (1) 横断報道における車両の停止率が全国最下位とのことだが、小学校等の安全教

室において自分の身は自分で守ることが出来るよう働きかけをしていただきたい。 

   〇 委員ご意見とおり、安全教育を推進していきたい。 

 (2) 横断報道を渡った児童からお礼を受けると感動する、このような交通安全教育

は行っているのか。マナーとして素晴らしいので指導していただきたい。 

   〇 警察としては、児童に対する「渡るよサイン」の定着を進めるとともに、横断

歩道で停止しない車両運転手に対しては徹底した指導・取締りを実施していま

す。お礼に関して、警察では指導していませんが、このようなご意見があったこ

とを交通安全協会や交番連絡協議会等を通じて情報共有したいと思います。 

２ 前回諮問事項の取組みについて 

 (1) 特殊詐欺被害防止のために金融機関から警察へ通報する制度は、今も行われて

いるのか。 

  〇 現在も通報していただくよう金融機関に申し入れしております。ただし、コン

ビニのＡＴＭ等、周りに人のいないに場所に誘導するなど手口が巧妙化してき

ているので、コンビニ等への協力依頼も行っております。 

 (2) 交通安全運動期間中の「のぼり旗」が少ないと交通安全に対する意識があまりな

いと感じてしまうがどう考えているのか 

  〇 これまではデリネーターポールへ取り付けておりましたが、反射材の機能を

阻害するということで少なくなっています。交通安全機運の盛り上がりという

面で大きな課題と考え安全協会などと一緒に改善策を模索しております。 

３ その他の意見等 

 (1) 児童生徒の通学時における安全のために、どのような指導をしているか 

  〇 制服警察官やパトカーの警戒活動と合わせて、児童へは不審者に「付いて行か

ない。声を上げて周りに知らせる。子供１１０番の家を活用する。」等の指導を

行っております。 

 (2) 道路の曲がり角付近や信号機付近に駐車車両を多く見かけるので駐車取締りを

強化していただきたい。 

  〇 交通取締りを推進し安全な交通環境の維持に努めてまいります。 

 (3) 長岡祭りは週末開催となり例年より人出が予想されるが警備体制はどうなのか 

  〇 ４月から対策室を立ち上げ、本部及び各警察署からも応援をいただき、万全な

体制で警備に当たります。 

 (4) 横断歩道の手前に菱形の予告表示が必ずあるとテレビで放映されたのを見たが、

新潟は予告表示がない場所が多いと感じているが実際はどうなのか。 

  〇 道路環境によって、全て表示されているわけではありません。また、冬季間に

おける除雪作業で削られ消えてしまう場合もあります。 

 (5) 新潟の道路の白線は黄色で見にくいが、これも横断歩道で車両の停止率が悪い

一因でないか。 



  〇 消雪パイプの水に含まれる物質で白線の反射材がコーテイングされ反射機能

を失います。順次、整備補修し対応はしておりますが、市民から要望等あれば優

先順位を上げて対応したいと思います。 

  (6) 横断歩道における車両の一時停止について、長岡市内の情報誌や商工会議所等

民間の力を活用し広報を行うのも有効な手段だと思うがどうか。 

  〇 警察も安全運転管理者協会を通じて各事業所に広報等しているところですが、

委員ご提案のとおり、民間の力を活用する取組を推進したいと思います。 

 (7) 自然災害などの対処について、新しい行動計画はあるのか。 

  〇 新たな行動計画はありませんが、災害などに対応するため各種装備資機材や

対応要領などは日々バージョンアップさせております。 

 速度等取締り指針の策定  

 交通課長から、交通事故発生実態に合わせた速度等取締りを実施する旨の説明があ

り、了承した。 

その他  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


